
 
 

     ※令和４年８月１９日時点の編集内容です。    

  

  

令和 4 年 第 26 回玉名大俵まつり  

新型コロナウイルス感染拡大予防 

ガイドライン( 俵ころがしレース用) 

 

    

― 俵ころがしレースに参加する者の心得 ―  

  

● 参加者は健康管理期間において健康チェックを行うこと。  

 

● 手指消毒を徹底すること。  

● 会場内ではマスクを常に着用すること。ただし、急性の呼吸器

疾患防止の観点から、レース中の参加者はこの限りではない。 

● 濃厚接触にならないよう、レース参加者は予めマーキングして

ある綱の位置を握ることとし、必ず手袋を着用すること。  

● ハイタッチなど、人との接触がある行動は控えること。 

● 接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）をインストールしておくこと。 

● 参加する場合は、自己責任・自己管理のもと参加すること。  

 

 

  



 
 

 
  

 

目 次  

  

  

基本方針                    ・・・・・ １Ｐ  

  

１ 基本的な感染対策              ・・・・・ ２Ｐ  

  

２ レース参加者の健康管理              ・・・・・ ２Ｐ  

  

３ 参加者・スタッフ・見物人における具体的なコロナ対策  ・・・・・ ３Ｐ  

  

４ 参加自粛の判断、コロナ陽性時の対応 ・・・ ５Ｐ  

   

 

  ◆参考資料  

   ・基本的な感染対策    ・・・・ ６Ｐ        

・マスク着用の考え方 ・・・・ ７Ｐ  

・感染リスクが高まる５つの場面 ・・・・・ ８Ｐ  

・新型コロナウイルス接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ」 ・・・・・ ８Ｐ 

・参考ＨＰ等 ・・・・・ ９Ｐ

  

  

第 26 回玉名大俵まつり 

俵ころがしレース 

  

        



1 
 

はじめに 

本ガイドラインは、国や県により出される新型コロナウイルス感染症対策会議による提言等

を踏まえ、玉名大俵まつり俵ころがしレースの運営にあたり、新型コロナウイルス感染症予防

の対策など留意すべき事項を取りまとめたものです。  

 今後、ウィズコロナの中で安心して開催できるまつりを目指して準備に取り組んでまいり 

ます。  

 

 

～ 基本方針 ～  

○ 国・県からの要請や諮問委員会の提言等を基に、柔軟に

対応する。  

   ※可能な範囲で俵ころがしレースを催行し、工夫を凝らした運営を実施  

   ※ウィズコロナのまつりとして市民に受け入れられるまつりを目指す  

〇 健康管理期間を設け、健康チェックを行う。  

※参加者はまつり開催日の前後 1 週間の健康観察を行い、発熱や風邪症状 

が認められる場合には、参加を自粛する 

 

○ 新しい生活様式に合わせた感染防止対策を実施する。  

○ スタッフ・見物人の感染リスクを抑える取組を実施す

る。  

○ 水際対策を徹底する。  

   ※俵ころがしレース参加者の体調管理を徹底する。 
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１ 基本的な感染対策  

(１)飛沫の抑制：マスク着用や大声を出さないことの徹底  

    ※大声の定義は「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」とする。 

 

(２)手洗、手指等消毒の徹底：こまめな手洗いや、手指消毒等除菌対策を徹底する。  

 

(３)見物人間の密集回避：見物人においては、人と人とが触れ合わない距離を保つ。  

 

(４)参加者等の感染防止策：発熱（37.5℃以上）や風邪等の症状を有する者は参加を控えるなど、日常 

からの参加者やスタッフ等の健康管理を徹底する。 

   

２ レース参加者の健康管理  

(１)俵ころがしレース参加者リスト兼参加申込書  

様式は、公式ホームページからダウンロードを行い、参加者リストを作成・提出すること。  

  

(２)健康チェックシート①(令和 4 年 11 月 16 日から 11 月 23 日分)  

様式は、公式ホームページからダウンロードを行い、当日受付にて提出すること。有症状者の疑い

がある場合は、参加を自粛すること。 

 

 (３)健康チェックシート②(令和 4 年 11 月 24 日から 11 月 30 日分) 

まつり開催後は、健康チェックシート②に 11 月 24 日から 11 月 30 日まで記入を行い、参加者が各

自保管しておくこと。 

 

(４)健康管理の期間  

原則、まつりが開催される 11 月 23 日の前後１週間を健康管理期間とする。  

健康管理期間：令和 4 年 11 月 16 日から 11 月 30 日まで 

  

(５)報告義務（感染者が発生した場合） 

感染者が発生した場合、直ちに大俵まつり実行委員会へ報告を行うこと。実行委員会は、感染者の

詳しい状況について確認すること。  

  

(６)「俵ころがしレース参加者リスト兼申込書」「健康チェックシート①②」様式のダウンロードにつ 

いては、玉名市ホームページよりダウンロードしてください。  

◆玉名市ＨＰ 玉名大俵まつりのページ 

  

https://www.city.tamana.lg.jp/q/aview/424/23362.html 
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３ 参加者・スタッフ・見物人における具体的なコロナ対策  

（１）俵ころがしレース参加者の心得について 

俵ころがしレースを安全に行うにあたり、レース参加者が待機時及びレース時において、心得てい

ただきたい内容をまとめています。 

 

― 俵ころがしレースに参加する者の心得 ―  

  

● 参加者は健康管理期間において健康チェックを行うこと。  

● 手指消毒を徹底すること。  

● マスクを常に着用すること。ただし、急性の呼吸器疾患防止の観点から、俵ころが

しレースの最中についてはこの限りではない。 

● 濃厚接触にならないよう、レース参加者は予めマーキングしてある綱の位置を握る

こととし、必ず手袋を着用すること。  

● ハイタッチなど、人との接触がある行動は控えること。 

● 携帯電話を所持している者は接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）をインストールするこ

と。 

● 参加する場合は、自己責任・自己管理のもと参加すること。 

  

 ※濃厚接触者の定義  

 手で触れることの出来る距離（目安として 1 メートル）で、必要な感染予  

防策なしで、「患者（確定例）」と 15 分以上の接触があった者   

  

  

（２）レース参加者・スタッフ・見物人の詳細内容 

 【レース参加者】 

① 体調管理を徹底し、有症状者の疑いがある場合は、参加を自粛すること。  

② 参加する場合は、自己責任・自己管理のもと参加すること。 

③ マスクを常に着用すること。ただし、急性の呼吸器疾患防止の観点から、俵ころがしレースの最

中はこの限りではない。 

④ 濃厚接触にならないよう、俵を引く際は綱に貼り付けたマーカーの箇所を持ち、必ず手袋を着用

すること。 

⑤ レース時以外において、大声での会話や発声を行わないこと。 

⑥ ハイタッチなど、人との接触がある行動は控えること。 

⑦ 携帯電話を所持している者は接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）をインストールすること。 

⑧ 自身の安全管理と感染リスクを低下させる意識を常に持つこと。   
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⑨ 飲み物の回し飲みは行わないこと。  

⑩ スタッフの指示に従うこと。 

⑪ 俵ころがしレース参加者リストを作成すること。  

⑫ 健康管理期間においては、「健康チェックシート」を用いて記録を行うこと。 

⑬ 参加チームのメンバーすべてが 「俵ころがしレースに参加する者の心得」の内容を理解してお

くこと。 

⑭ 高校生以下の者については、国の基準等を考慮した上で、保護者の責任において参加させるもの

とする。 

  

  【スタッフ】 

① 体調管理を徹底し、有症状者の疑いがある場合は、参加を自粛すること。  

② 参加する場合は、自己責任・自己管理のもと参加すること。 

③ マスクを常に着用すること。ただし、急性の呼吸器疾患防止の観点から、並走審判に限り俵ころ

がしレース中はこの限りではない。 

④ 並走審判は必ず手袋を着用すること。 

⑤ 人との接触がある行動は控えること。ただし、危険回避時や緊急時はこの限りではない。 

⑥ 携帯電話を所持している者は接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）をインストールすること。 

⑦ 自身の安全管理と感染リスクを低下させる意識を常に持つこと。   

⑧ 飲み物の回し飲みは行わないこと。    

 

 【見物人】 

① 体調管理を徹底し、有症状者の疑いがある場合は、来場を自粛すること。  

② 来場する場合は、自己責任・自己管理のもと参加すること。 

③ 飲食時以外はマスクを常に着用すること。 

④ 大声での会話や発声を行わないこと。 

⑤ ハイタッチなど、人との接触がある行動は控えること。 

⑥ 携帯電話を所持している者は接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）をインストールすること。 

⑦ 自身の安全管理と感染リスクを低下させる意識を常に持つこと。 

⑧ スタッフの指示に従うこと。    
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４ 参加自粛の判断、コロナ陽性時の対応 

（１）大俵まつり開催前まで 

  まつり開催前 1 週間(11 月 16 日から 11 月 23 日)の健康観察において、以下に当てはまる場 

  合は、参加を自粛してください。 

  ①37.5℃以上の発熱が出た場合 

  ②風邪症状がある場合（のどの痛み、咳、多量の鼻水など） 

  ③参加予定者の同居家族から、37.5℃以上の発熱者が出た場合 など 

  ⇒まつり当日、受付にて「健康チェックシート①」提出時に確認します。 

 

 【対応】 

・玉名大俵まつり実行委員会事務局にご連絡ください。補助員で対応が可能な場合 

は、参加者名簿等の再提出の必要はありません。 

  ・チームとしての参加が困難になった場合は、必ずご連絡をお願いいたします。 

 

◆連絡先：0968-73-2222 もしくは、080-5260-3874(担当者携帯) 

 

（２）大俵まつり開催後 1 週間 

  まつり開催から 1 週間後(11 月 24 日から 11 月 30 日まで)の健康観察において、発熱や体調不良等で 

病院を受診した結果、「コロナ陽性」と判断された場合は以下のとおり対応をお願いします。 

  

【対応】 

  ・陽性となった本人はチームの代表者へ速やかに連絡してください。 

  ・チームの代表者は大俵まつり実行委員会事務局へ速やかに連絡してください。 

◆連絡先：0968-73-2222 もしくは、080-5260-3874(担当者携帯) 
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 参考資料                                  

（１）基本的な感染対策 参考ＨＰ(※１)  

            イベント開催等における必要な感染防止策 
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（２）マスク着用の考え方 参考ＨＰ(※２) 
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（３）感染リスクが高まる５つの場面 参考ＨＰ(※３) 

 

（４）新型コロナウイルス接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ」 参考ＨＰ(※４) 

 



9 
 

 

 

■参考ＨＰ等 
◎熊本県 

・イベントの開催制限について https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/30/96627.html#3 
  (※1)イベント開催時の基本的な感染防止対策 添付資料 
 
・マスクの着用について  

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/30/137944.html 
  (※2)マスク着用の考え方 添付資料 
 
◎厚生労働省 

・スマートライフのために  
https://corona.go.jp/prevention/pdf/infection-20201117.pdf 

  (※3)感染リスクが高まる５つの場面 PDF 
 

・新型コロナウイルス接触確認アプリ 
  https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000772029.pdf 
  (※4)接触確認アプリの概要  

(※4)新型コロナウイルス接触確認アプリ「COCOA」(ビラ) 
 
・新型コロナウイルス感染症 の“いま“ についての 11 の知識（※2022.8 掲載）  
  https://www.mhlw.go.jp/content/000927280.pdf   


